
【取組内容①】 「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」

春日井市立勝川小学校（愛知県）【協力校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-３

算数科での活動

右の資料①は、算数科における単元進度計画表である。児童は、この計
画表を基にして学習内容を選択・決定したり、自己の学びを調整したりで
きるようにしている。また、資料②は、学習過程を示している。Classroom
に毎時間の学習内容や目標、学び方が掲載されており、これらを参考に学
習を進めている。
もう少し具体的に１時間の内容を紹介する。最初の10分は、学習の保障
の観点から１時間ごとの学習内容をレクチャーという形で教える。残りの
時間は資料を②に示した学習の進め方に沿って、必ず取り組む課題と選択
して取り組む課題に順に取り組んでいく。また、児童が個人・先生・友
達・デジタル教材などから選択して、個々に合った学習環境を選択できる
ようにしている。さらに、プリントもPDFでClassroomに掲載しており、取
り組みたい児童は自分で印刷して、自己の課題に合った学習ができるよう
にしている。
そして、残りの５分間で学習のまとめとして、学びの手応えを記入する。
このような流れで、児童一人一人に合った学習が進められるようにしてい
る。
最後に、この実践の成果として次の３点が挙げられる。１つ目は、児童
のアウトプットする機会が大幅に増加したことです。「自分でできる、進
められる」ことが可能になり児童は主体的に学習に取り組むようになった。
２つ目は、教師が個別指導できる時間が確保できたことである。教師は、
常に児童を観察し、個々にアプローチした声けかけが可能になった。３つ
目は、児童がつながり合い、個々の課題を解決しながら理解を深められる
ことである。各自で解決すべき問題が異なる中で、複数の学び方を選択で
きる環境があり、Google Chat を活用したり、友達や教師に直接聞いたりす
ることで、自分なりに解決することができるようになった。このような成
果があったと考えている。

資料①スプレッドシートで作成

資料②Classroomに掲載


